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総務企画課　 

徳島県立保健製薬環境センターがスタートしました。 

　平成23年5月に徳島県保健環境センターと徳島県製薬指導所が再編統合され、名称も新しく「徳島
県立保健製薬環境センター」としてスタートしました。総務企画課、保健科学課、製薬衛生課、大気
環境課、水質環境課の5課体制で業務を行っています。組織および業務内容は次のとおりになってい
ます。 

①人事、経理、施設の維持管理 
②保健・製薬衛生・環境に関する調査研究の企画・調整 
③外部研究評価委員会に関すること 
 

①食品、環境及び食中毒の微生物学的試験研究、並びに技術指導 
②感染症の病原微生物の検索及び疫学的調査研究 
③感染症情報センターの運用 
④高度安全実験室（Ｐ3）の運用 
 

①医薬品等の製造販売承認審査、技術指導及び試験研究 
②薬用植物の栽培及び採取、生薬の調製に関する相談・指導及び試験研究 
③食品衛生法に基づく食品中の残留農薬、汚染物質等の行政検査 
④食品衛生検査（理化学）に係る試験研究、業務管理及び技術指導 
 

①大気環境汚染状況の監視測定及び調査研究 
②大気発生源の監視指導及び影響調査、並びに調査研究 
③アスベスト、酸性雨、有害大気汚染物質等の測定及び調査研究 
④騒音・振動の測定及び防止に係る技術指導、並びに調査研究 
⑤環境放射能に係る監視測定及び調査研究 
 

①公共用水域（河川・海域）及び地下水に係る水質の監視測定及び調査研究 
②水質発生源の監視指導及び影響調査、並びに調査研究 
③廃棄物及び処理施設に係る測定及び調査研究 
④化学物質に係る監視測定及び調査研究 
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放射能濃度 
（MBq/裄・月） 

徳島県における月間降下物中の 
Cs－137の経年変化 

福島第一原子力発電所事故後の 
月間降下物中のCs－137の推移 
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大気環境課　 

徳島県の環境放射能 

　1986年のチェルノブイリ原子力発電所の事故後、全国で放射能測定体制が強化され、徳島県では

1989年から文部科学省環境放射能水準調査を受託し測定を開始しました。さらに、1990年からは

ゲルマニウム半導体検出器を用いた核種分析を追加しました。　 

　今回はその中で月間降下物について紹介します。 

 

 
　月間降下物とは 

　大型水盤で一ヶ月間の雨やちりを溜め、それを濃縮します。

濃縮した雨やちりをゲルマニウム半導体検出器で測定します。

濃縮することにより、ごく少量の放射性物質を検出することが

できるようになります。 

 

　1990年から徳島県で測定した月間降下物中のCs（セシウム）-137の経年変化を左のグラフに示し

ます。1950～60年代に盛んに行われていた大気圏内核実験やチェルノブイリ原子力発電所の事故

によるCs-137は近年は減少しており、検出限界以下となっていました。 

　福島第一原子力発電所の事故後の推移を右のグラフに拡大しました。検出量はグラフに示すように

減少し、10月からは検出限界以下となっています。 

　徳島県では、月間降下物や、その他の放射能測定の結果を県のHPに掲載しています。 

　http://www.pref.tokushima.jp/docs/2011031500153/

大型水盤 濃縮後の雨やちり ゲルマニウム半導体検出器 
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クドアの生態 

クドア・セプテンプンクターク 
（当センターにて撮影） 

保健科学課　 

ヒラメの寄生虫と食中毒　～クドア・セプテンプンクタータ～ 

クドアとはどんな寄生虫？ 

　近年、「食後数時間程度で一過性の嘔吐や下痢が起こり、軽症で終わる」という食品に関連した原

因不明の事例が全国的に報告されています。こうした事例のうち、ヒラメを刺身など生で食べた事例

について解析した結果、クドア・セプテンプンクタータ（以下「クドア」）という新種の寄生虫が関与

していることが判明しました。県内では、平成24年1月に発生した食中毒において、初めて原因物質

として、クドアが確認されました。 

　クドアはヒラメの筋肉に寄生する寄生虫の一種です。 

【特 徴】 

　花びら状の形態をしており、体長は約10μmです。 

　（しかし、ヒラメの筋肉を肉眼で観察しても確認はできません。） 

【生 態】 

　不明な点が多くありますが、環形動物（ゴカイ等）と魚類と

の間をいったりきたりして各々に寄生し、宿主により粘液胞子

や放線胞子虫に形を変えるとされています。 

クドアによる食中毒では、どのような症状になる？ 

　発症した場合、食後数時間程度（4～8時間程度）で、下痢、

嘔吐、胃部の不快感などを示した後、速やかに回復し、翌日に

は後遺症もないとされています。 

　また、クドアが人に寄生することはありません。 

クドアによる食中毒を防ぐ方法は？ 

○ 加熱（75℃で5分以上） 

○ 凍結（ｰ15℃～ｰ20℃で４時間以上）が効果的です。 

活魚としてのヒラメの商品価値を落とさずに防ぐ方法は見つかっていません。 

すべてのヒラメが問題ですか？ 

　特定の条件下で育てられたヒラメに感染していることが確認されており、すべてのヒラメが感

染しているわけではありません。 

　また、これまでの事例や研究から、クドアを多数摂食した場合にのみ発症するのではないかと

考えられており、クドアが寄生したヒラメを生で食べても、必ず発症するものではないことがわ

かっています。 

（参考）　○ 生食用生鮮食品による原因不明有症事例への対応について（厚生労働省） 

　　　　　○ ヒラメを介したクドアの一種による食中毒 Q&A（農林水産省） 
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水質環境課　 

より高感度な金属分析が可能に 

製薬衛生課　 

指 定 薬 物 と は 

　近年、「脱法ドラッグ」「合法ドラッグ」などと称し、多幸感を高めた

り、幻覚作用等を有する目的で販売されているものがあります。芳香剤、

ハーブ、お香などを装い販売されているものもありますが、薬事法で

は中枢神経系の興奮・抑制・幻覚の作用があり、人体に危害が発生す

るおそれがあるものを「指定薬物」として指定し、製造・輸入・販売等

を禁止しています。 

 

 

　当センターでは、店舗やインターネットで販売されている商品

について、指定薬物を含有していないか高速液体クロマトグラフ

質量分析装置などを使って分析を行っています。指定薬物は平成

24年2月現在、68成分と１植物が指定されていますが、指定薬

物に似た構造、作用を持つ新しい化合物が次々と見つかっています。 

 

　最近、「合法ハーブ」と称する商品の使用により、意識消失や呼

吸停止などの健康障害や異常行動を起こした事例が発生しています。

興味本位であっても決して使用しないようにしてください。 

　当センターに、平成24年2月ICP-質量分析

計が導入されました。 

　ICP-質量分析計は従来のICP-発光分光光度

計に比べて感度が大幅に上昇しており、元素に

よっては1/1000程度低い濃度まで測定でき

るようになります。このため、近年強化される

傾向にある水質の環境基準や排水基準に関わる

分析にも対応しやすくなります。公定法と呼ば

れる法律に規定された測定法でも、改定される

ごとに適応可能な項目が増えてきています。 

 

　今後、当センターが行っている河川・海域の

水や地下水、事業所排水、廃棄物最終処分場浸透水等の水質試料や有害大気汚染物質などの大気試料、

食品試料中のカドミウムや鉛、亜鉛等の微量な有害金属の分析において、大きな力になるものと期待

しています。 
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